
 

「茨城学」は県の歴史・自然・文化・産業などの修学を通じ、地域への理解を深め、多

角的に捉える視点を身につける１年次必修科目です。本学と関わりが深く、地域の文化

資源である岡倉天心は、「茨城学」で取り上げるテーマのひとつ。岡倉天心が五浦（北

茨城市）に建てた六角堂と同時期執筆した『茶の本』を通して、地域と世界とのつなが

りを考えます。この講義は、9月に茨城大学が開催する「国際岡倉天心シンポジウム」

や「観月会」のテーマと連動しています。 

 

 

＊申し込み不要、入場無料、どなたでもご参加いただけます。 

[日時] 2016年 5月 21日(土) 13時～15時 

[内容]「岡倉天心と六角堂と『茶の本』」 

[講師] 清水恵美子(茨城大学社会連携センター准教授) 

 

[場所] 茨城大学図書館 1階ラーニングコモンズ 

COCの公開講座  

 

2016年度前期 茨城大学図書館 土曜アカデミー 

 


